
 

 

 

 

東北地方太平洋沖地震後に活発化した 
飛騨山脈脊梁部の地震活動について 
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要 旨 

平成23（2011）年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震の本震発生直後より，飛騨

山脈南部の焼岳から乗鞍岳の周辺で顕著な地震活動の活発化がみられた。この活動は本震

の発生後約10分以内に始まり，約一カ月間継続した。活動の初期には，焼岳北方と焼岳・

乗鞍岳間の2か所に活動の中心があったが，後者は3月20日頃までに鎮静化し，前者の活動

は4月初旬まで継続した。焼岳北方約3kmの地点で，3月11日14時57分にMjma4.7，3月21

日13時15分にMjma4.8の地震が発生するなど，2個のM>4.5の地震を含む活発な地震活動が

みられた。焼岳北方の地震の発震機構解は，本地域の広域応力場である北西―南東圧縮の

場を示しており，過去の研究と整合的である。また，解析期間に限れば，マグマ貫入等が

あれば発現する可能性のある，応力場の局所的な擾乱による発震機構解の時間的な変化は

見られなかった。 
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1. はじめに 
 

飛騨山脈は，本州中央部を南北に富山・新潟県境

から岐阜・長野県境に沿って延びる山脈である。こ

の山脈には，北から，立山（弥陀ヶ原），焼岳，アカ

ンダナ（赤棚）山，乗鞍岳の４つの活火山が認定さ

れている。なお，飛騨山脈南方に位置する御嶽山を

含め，いわゆる日本アルプス（飛騨山脈，木曽山脈，

赤石山脈の総称）には，５つの活火山が認定されて

いる（気象庁，2005）(Fig. 1)。 

飛騨山脈では，従前より微小地震活動が活発であ

り，しばしば，群発地震活動が発生する（和田ら，

1993, 1994 等）。たとえば，1998 年 8 月に上高地付近

で始まった群発地震活動は約 1 年半にわたって継続

し，その最大地震は M5.4 という活発なものであった

（たとえば，和田ら，1999, 2000）。また，飛騨山脈

の活火山では，焼岳や立山近傍などを中心に，深部

低周波地震が観測される（大見ら，2001，2003 など）。 

2011年 3月 11日の東北地方太平洋沖地震に際して

は，その本震発生直後より，飛騨山脈脊梁部では後

立山連峰から乗鞍岳にかけての広い範囲で地震活動

の活発化が見られた。本報告では，それらのうち，

とくに，飛騨山脈南部の焼岳から乗鞍岳周辺の活動

に重点をおいて報告する。   

Fig. 1 Index map of the study area. Rectangle area 
in the inset at the lower-left is enlarged. Open 
triangles show the active volcanoes while solid 
lines denote the active faults. Enlarged map of the 
area A is also shown and solid square, diamonds, 
reverse triangles, and circle in it  denote seismic 
stations operated by DPRI (permanent), DPRI 
(temporal), Jinzu Sabo office, and NIED, 
respectively. 

 

 

 
京都大学防災研究所年報 第 55 号 B 平成 24 年 6 月      

Annuals of Disas. Prev. Res. Inst., Kyoto Univ., No. 55 B, 2012      

 

 

― 95 ―



2. 観測およびデータ処理 

 

2.1 微小地震観測網 

当地域は急峻な山岳地帯であり，通常の微小地震

観測網の設置密度の低い地域であるが，大学，気象

庁(JMA)，防災科学技術研究所（防災科研，NIED）

等の定常観測点に加え，国土交通省北陸地方整備局

神通川水系砂防事務所（神通砂防）による数点のテ

レメータ観測網が運用中であり，これらのデータは

京都大学防災研究所（京大防災研，DPRI）に集約さ

れている。これに加え，2010 年秋より，京大防災研

による現地収録方式の臨時観測が進行中であったこ

とから，これらのデータの併合処理により，今回の

群発地震活動の消長を発生当初から詳細にとらえる

ことができた（Fig.1 参照）。 

今回の解析では，防災科研，気象庁，京大防災研

の短周期微小地震定常観測点のデータのほか，神通

砂防が焼岳山麓に維持する微弱地震計４台のデータ，

および，京大防災研が焼岳火山を囲むように展開し

ていた５点のオフライン臨時観測データを用いた。

地震計は，神通砂防のものを除き固有周期1Hzのもの

であり，すべて３成分観測である。神通砂防の観測

点の地震計は，固有周期5Hzの地震計にフィードバッ

クをかけて，特性が1Hzまで平坦になるようにしたも

のである。なお，こちらも３成分観測である。Fig. 2

に今回使用した地震観測点の分布を示す。なお，震

源決定には，Fig. 2に示した観測点を使用したが，後

述の発震機構解の決定においては，これらのほかに，

焼岳火山を中心とする半径100km以内の観測点の初

動極性データを適宜用いた。 

 

2.2 データ処理について  

 今回の飛騨山脈の地震活動は，東北地方太平洋沖

地震の余震や，それに伴う各地の地震活動と同時進

行的に発生した。そのため，地震波形データには，

往々にして，対象とする飛騨山脈の地震以外の地震

動が重畳しており，通常の地震判定方法である，地

動信号レベルの長時間平均と短時間平均の比を使う

STA/LTA法を用いたのでは確実なイベント検出が困

難であった。そのため，ここでは対象地域の地震の

検出に特化した方法を採用し，さらに取りこぼしに

ついては，手動でイベントを切りだした。内容につ

いては，付録1を参照されたい。 

 また，再検測による震源決定は，宇治地区と上宝

観測所の双方で行われた。双方での検測結果を手動

で集約する労を省くため，検測結果はインターネッ

ト接続を通じてリアルタイムで伝送され，宇治・上

宝の双方の地震カタログを常に同一に保つようなシ

ステムを採用した（付録2）。 

 震源決定には，上宝観測所の定常的な震源決定処

理で用いられている，和田ら(1979)に基づく地震波速

度構造モデル (Fig.3)を用い，Hirata and Matsu'ura 

(1987)の震源決定プログラムHYPOMHにより行った。

なお，Vp/Vs=1.73を仮定している。 

 

Fig. 2 Distribution of seismic stations used for the 
analysis. Solid squares represent seismic stations 
while open triangles show active volcanoes. 

Fig.3 P-wave velocity model used for hypocenter 
determination, which is after Wada et al. (1979). 
Vp/Vs=1.73 assumed. 
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3. 地震活動 

 

本稿では，2011年3月から2011年4月末までのカタ

ログデータを使用して議論を行う。この中には，再

検測が終了したM1.4以上の地震と，比較的精度よく

震源決定されていると考えられるM0.0以上の自動決

定震源が含まれている。震源データの選択は以下の

基準によっている。PまたはSの検測数が合計10個以

上，P波走時のRMS残差が0.75s以下，S波走時のRMS

残差が1.50s以下。この条件で選別された，Fig.1のA

の領域内に含まれる地震は約9500個である。 

 

3.1 群発地震活動の開始時期 

東北地方太平洋沖地震の本震発生後約10分の3月

11日14時57分に，今回の飛騨山脈焼岳周辺の地震活

動で，最大震度を記録したM4.7（気象庁マグニチュ

ード）の地震が発生した。なお，今回対象としてい

る群発地震の震源域に最も近い震度観測点は，防災

科研の上宝観測点（N.KTRH）に併設されたものであ

り，「高山市奥飛騨温泉郷栃尾」という地名で発表

される（Fig. 1参照）。Fig.4は，14時45分から15分間

の，N.KTRH観測点の記録である。Fig.4aはオリジナ

ルの波形データ，Fig.4bは本震の大振幅波形の影響を

小さくするため，10Hzのハイパスフィルタをかけた

ものである。 これをみると，本震発生後，14時57

分よりも早い時期，たとえば14時49分55秒付近には，

焼岳周辺を震源とすると考えられる，S-P時間の短い

地震が観測されていることがわかる。なお、14時50

分05秒前後に震動が開始しているイベントは，焼岳

～乗鞍岳間に発生した，M4.2の地震（気象庁カタロ

グ未掲載）である。Fig.4cは，これらに加え，さらに

焼岳山頂に近く，良好な記録が取得できている，

DP.KKHZ観測点の記録のradial成分に機器の特性の

補正を施した後の，0.02Hz – 0.1Hzの帯域の波形を比

較のために並べたものである。Rayleigh波と考えられ

る大振幅の波形の到着と相前後して，当地域の地震

活動が始まっていることが見て取れる。 

 

3.2 群発地震活動の時間的経過 
Fig. 5a に，3 月 10 日から 4 月 30 日までの，地域 A

（Fig. 1 参照）の震源分布，Fig. 5b に同地域の同期間

の震源の時空間分布，Fig. 5c に同地域・期間の発生

数積算グラフと M-T ダイアグラムを示す。 地震活

動活発化直後の活動域は，焼岳北方と焼岳～乗鞍岳

の中間付近よりやや南側の 2 か所に主たる中心があ

った。後者の焼岳～乗鞍岳中間付近の活動は， 3 月

20 日頃までにはほぼ鎮静化し，その後は焼岳近傍の

活動が継続した。地震発生数は消長を繰り返しなが

ら順調に減少していたが，3 月 21 日 13 時 15 分に，

再び焼岳近傍で M4.8（気象庁マグニチュード）の地

震が発生し，一時，地震発生数が増加したが，その

後は地震発生数は順調に減少し，4 月上旬までにほ

ぼ鎮静化するにいたった。 

 

Fig. 4 Early post-earthquakes after the Tohoku-oki 
event along the Hida mountain range. (a) 
Continuous seismogram recorded at station 
N.KTRH from 14:45 JST to 15:00 JST on March 
11, 2011. Vertical component seismogram is 
shown. For station location, see Fig. 1. (b) The 
same record with high pass filtered (10Hz). (c) 
Comparison with low pass filtered (0.02 – 0.1Hz) 
radial component at station DP.KKHZ. 

(a)

(b)

(c)
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3.3 焼岳近傍の地震活動の状況 

Fig. 6a に焼岳近傍（Fig. 1 の枠 B の地域）の震源

分布を拡大したものを，Fig. 6b に同地域の震源の時

空間分布を示す。期間は，3 月 10 日から 3 月末まで

である。焼岳山頂の北 1km 付近からさらに北に向け

て，南西～北東方向に長さ 4km 程度，幅 1km 程度に

震央が分布している。また，震源は主として，飛騨

山脈の稜線（岐阜・長野県境）に沿って，岐阜県側

に分布していることが認められる。Fig. 6b によれば，

3 月 20 日頃を境に，活動域が南北に分かれており，

当初南側で活動し，その後 1km 程度北側に活動の中

心が移動したことがわかる。 M>4.5 の 2 個のイベン

Fig. 5 (a) Seismicity along the Hida mountain 
range. Hypocenters in the area A denoted in Fig. 1 
are shown. Earthquakes during the period from 
March 1 to April 30 are plotted. (a) Hypocenter 
distribution. Shaded triangles represent active 
volcanoes while solid lines show active faults. 

Fig. 5(cont.) (b) Spatio-temporal distribution of the earthquakes.

Fig. 5(cont.) (c) Magnitude-Time diagram 
(bottom) together with cumulative number of 
earthquakes (top). Stars denote felt earthquakes in 
the JMA catalogue. 
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トは，いずれも，北側のクラスタに含まれている。

Fig. 7 には，気象庁により，奥飛騨温泉郷栃尾で有感

と発表された地震を中心に，初動極性により求めた

発震機構解を示す。期間を通じて，ほぼ北西～南東

方向の圧縮軸を持つ発震機構解が求められた。 

4. 議論 

 

今回の地震活動が，東北地方太平洋沖地震の本震

の発生から 10 分以内に始まったことは，本震による

応力場の変化に加え，大振幅の表面波により，地震

活動がトリガされた可能性がある（Miyazawa，2011）。 

 今回の焼岳周辺の地震活動の特徴のひとつとして，

震源が非常に浅く求まるイベントが多いことが挙げ

られる。Fig. 5c の MT ダイアグラム上で，☆印を付

した地震は，気象庁により，奥飛騨温泉郷栃尾で有

感とされた地震である。しかしながら，栃尾地区か

ら直線距離で 5km 程度の場所にある，震源域直上に

あたる奥飛騨温泉郷中尾地区の住民によると，気象

庁が有感と発表しなかった地震でも揺れを感じた，

という報告が少なからずあり（和田博夫，私信），震

源が浅いことによる現地有感の地震がかなりあった

ことが推察される。 

本群発地震の震源域は，焼岳火山の山麓であると

いうこともあり，地震活動と火山活動の関連が懸念

された。火山においてマグマの移動等が発生した場

合には，それにより，局地的な応力場が乱され，地

震の発震機構解に現れることがある（たとえば，

Umakoshi et al. ,2001）。この観点から，焼岳周辺の主

な地震の発震機構解の時間的変化を注視することが

必要と考えられた。Fig. 7 は 3 月 10 日から 4 月末ま

での有感地震を中心とする地震の発震機構解である。

これを見るかぎり，その発震機構に時間的な変化は

見られず，この期間については，マグマの貫入イベ

ント等はなかったものと考えられる。 

Fig. 6 Seismicity near the Yake-dake volcano. 
Hypocenters in the area B in Fig. 1 are shown. 
Earthquakes during the period from March 10 to 
March 31 are plotted. (a) Hypocenter distribution. 
Stars denote the M>4.5 earthquakes. Open triangle 
shows the Yake-dake volcano and solid line denotes 
the prefecture border. 

Fig.6 (cont.) (b) Spatio-temporal distribution of the earthquakes. 
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Fig. 7 の発震機構解で示される応力場は，当地域の

広域応力場（たとえば，Kaneshima，1990）である，

北西―南東方向に主圧縮軸を持つものであり，これ

までの当地域の地震の発震機構の解析結果と調和的

である。 

 

5. まとめ 
 

 東北地方太平洋沖地震直後から活発化した飛騨山

脈の焼岳火山周辺の地震活動について，主に 3 月か

ら 4 月の 2 ヵ月間の活動について解析を行った。こ

の活動は，2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震

の本震発生後の約 10 分後から活動が始まり，4 月上

旬に一応の終息をみた。活動の初期には，地震活動

の中心は，焼岳北麓と焼岳～乗鞍岳の中間よりやや

南側の 2 か所にあった。後者は，3 月 20 日ごろまで

にほぼ活動が終息し，その後は前者が主として活動

を続けた。この活動には，M>4.5 の地震が 2 個含ま

れており，一個は 3 月 11 日の活動開始直後，2 個目

は 3 月 21 日に発生しており，いずれも焼岳北方 3km

程度の場所に震源がある。2 個目の地震の発生に伴

い，地震活動の中心が北方に約 1km 程度移動した。

2 ヵ月間に発生した主な地震の発震機構解は，当地

域の広域応力場である，北西―南東の圧縮場を示し

ており，過去の研究と調和的である。また，この 2

ヵ月間には，発震機構解の時間変化は認められず，

この期間に限れば焼岳火山のマグマ貫入等のイベン

トはなかったものと推察される。 
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付 録 1 

 

ここでは，2.2 節で触れた今回の解析における，地

震判定方法の概要を述べる。今回の飛騨山脈の地震

活動は，東北地方太平洋沖地震の余震や，それに伴

う各地の地震活動と同時進行的に発生した。そのた

め，地震波形データには，対象としている飛騨山脈

の地震以外の地震動が重畳しており，通常の地震判

定方法，たとえば，地動信号レベルの長時間平均と

短時間平均の比を使う STA/LTA 法を用いても確実な

検出が困難であることが多かった。そのため，ここ

では，飛騨山脈の地震の検出に特化した，次のよう

な方法を採用した。まず，地震判定のための基準観

測点として，防災科研の上宝観測点（N.KTRH）の上

下動成分を使用することとした。この原波形に，10Hz

のハイパスフィルタをかけ，飛騨山脈以外の遠方か

ら入射する地動信号の影響を少なくするようにした。

このハイパスフィルタをかけた波形に対し，

STA/LTA 法を適用し，近地の地震イベント候補を切

り出す。次に，対象地域にいくつかの震源位置候補

を想定（実際には，地震の「巣」が認められる地域

を代表した Fig.A1 の A から G の 7 か所の★の，深

さ 2km の位置）し，地震イベント候補と震源位置候

補に対して，各観測点の理論走時を計算する。たと

えば，Fig.A1 の，立山の東側の A の★印には，6.488

という数字が付されているが，これは，A 点に震源

がある場合に，Fig.3 の速度構造モデルを採用した際

の，N.KTRH 観測点における P 波理論走時が 6.488s

であることを示す。N.KTRH でイベントが検出され

た時刻と，この理論走時を使うことで，A 点に震源

があるとした場合の理論的な震源時刻がわかり，こ

れを元に，Fig.2 の各点での理論走時を計算すること

ができる。すなわち，ひとつの地震イベント候補に

ついて，A から G の複数の震源位置候補に対する理

論走時のセットが計算される。それぞれの震源位置

候補に対して，各観測点の波形の理論走時付近の，

ある時間幅のウインドウ内を，WIN システム（卜部・

束田，1992）を用いた AIC に基づく検測を行って検

測データを生成し，WIN システム組み込みの震源決

定プログラム HYPOMH（Hirata and Matsu’ura , 1987）

による震源決定を行う。実際の震源に最も近い位置

に想定震源を置いた理論走時に基づく検測データが，

設定した検測ウインドウ内に P 波の立ち上がり部分

が含まれていることが予想される。そのため，この

検測データが走時残差を最小にする震源決定結果を

もたらすという仮定で，複数の検測ファイルのうち，

震源決定において最小の走時残差を持つものを，本

物の地震と判断する。いずれの想定震源位置にも該

当しない位置に真の震源がある，またはミストリガ

の場合には，設定した検測ウインドウ内には P 波の

立ち上がり部分は含まれないであろうから，AIC 検

測が失敗し HYPOMH による震源計算の過程で走時

残差が小さくならないことが予想され，識別が可能

であると考えられた。 

実際の運用においては，基準観測点で STA/LTA が

基準値を下回らない限り，全体のトリガ判定が終了

しないという簡便なロジックを使ったため，イベン

ト検出の失敗は減少した。しかしながら，理論走時

に対する，検測ウインドウの幅などのパラメタのチ

ューニングが完全でない状態で試行したため，ミス

トリガ数が増え，トリガされたイベントの約半数が

ミストリガであるという結果となり課題を残した。

今後，取りこぼしが少なく，かつミストリガも少な

いという相反する条件をみたす判定方法の採用を検

討する必要がある。 

Fig.A1 Candidates of hypocenters used in the 
event detection procedure. Stars show hypocenter 
candidates. Attached numerals denote theoretical 
travel time of P-wave to station N.KTRH. 
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付 録 2 

 

付録２では，2.2節で触れた，宇治地区と上宝観測

所の双方に設置されたデータ処理サーバ上の地震検

測ファイルを同一に保つ方法について概説する。通

常，複数拠点で地震波形の検測作業を分担する場合，

それぞれで作業を行った後にオフラインで双方の結

果を統合してカタログを作成するという手法を取る

ことが多い。この手法は簡便であるが，拠点間の連

絡を密にして双方での検測データ処理の分担を明確

にしておく必要があることや，事後のオペレータの

介入による統合作業が必須などの不便な点がある。

ここでは，これらの点を解決するための，オンライ

ンでの準実時間での検測ファイルの統合システムを

構築・利用した。以下では，宇治と上宝で運用して

いるデータ処理サーバのOSはBSD系UNIXのひとつ

であるFreeBSDであることから，UNIX系OSのコマン

ド名等はBSD系のものを表記している。 

宇治および上宝の地震観測データサーバで運用さ

れている地震波形自動処理システムの基本部分は，

WINシステムのプログラム群を使用して，Fig.A2の

ような構成になっている。ここに記されたトリガリ

ストに従い，波形ファイルが切り出され，自動また

は手動による検測処理が行われる。WINシステムで

は，地震イベント波形ファイルと，読み取り値を格

納する検測ファイルは独立した別ファイルとして作

成される。その際の，波形ファイルと検測ファイル

を結びつけるキーになるのは，波形ファイル名であ

り，検測ファイル中での時刻の表記は，波形ファイ

ルの先頭時刻からの相対時刻を使って記述されてい

る。 

Fig.A2 Seismic network data processing system 
described using WIN system. Open squares show 
shared memory area that store temporal seismic 
wave data with their identifier numbers. Shaded 
squares represent seismic wave data on disk files. 
RAW, MON, and TRG denote the original 
continuous waveform data, degraded continuous 
waveform data, and event (earthquake) waveform 
data.  ‘Order’, ‘raw_mon’, ‘wdisk’, ‘events’, and 
‘pmon’ are program module name of the WIN 
system. ‘Trigger list’ generated by ‘pmon’ is an 
earthquake events list used to make event 
waveform data by ‘events’ program. 

Fig.A3 Seismic network data processing systems 
operated in Uji data center and Kamitakara 
Observatory. In order to keep event waveform data 
in both sites identical, a trigger list generated in 
Uji center is used in both sites. 
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複数拠点で作業を行った検測結果のファイルを特

定の波形ファイルに結びつけるためには，双方の拠

点で波形ファイルと検測ファイルを結びつけるキー

を同一にしておくと後の作業が容易になる。これを

実現するためには，双方の拠点で波形ファイルを切

り出すためのトリガリストを同一にして，波形ファ

イルを同一におくのが簡便な方法である。Fig.A2に

示す手法では，地震判定のためのトリガロジックが

同一，かつ使用する連続波形データが同一であれば，

異なる拠点で作成されるトリガリストも同一になる

はずであるが，実際には，複数拠点での連続波形フ

ァイルは，通信回線のトラブルその他の運用上の理

由により，必ずしも同一とはならず，これに伴いト

リガリストも同一にならないことがある。ここでは，

これを回避するために，トリガリストはいずれかの

拠点で作製したものを双方の拠点で使用する形態に

した。具体的には，宇治のサーバ上で地震判定を行

ってトリガリストを作成し，定期的（ここでは1分ご

と）にcronコマンドを用いて上宝に伝送し，これに

よって宇治・上宝の双方で同一の時刻情報を持つ波

形ファイルを作成する。この状況を表したのが

Fig.A3である。 

その後，宇治，上宝の双方で，独立して検測作業

が行われる。宇治，上宝の双方のサーバ上で，検測

プログラムwinで個別に作製された検測情報は以下

のように統合される。まず，検測を行ったサーバ上

での検測ファイルは，通常のWINシステムの動作に

よりローカルのサーバ上で処理されるとともに，win

に実装された，UNIX系OSのlprコマンドを使用した

検測ファイル転送機能により，リモートのサーバに

転送される。すなわち，宇治で検測された結果は上

宝へ伝送され，上宝で検測された結果は宇治へ伝送

される。ここでは，lprの入力フィルタ指定機能（BSD

系UNIX OSの/etc/printcapでのifフィールド，または同

等の機能）を使用し，処理順を明確にするためにプ

ロセスID（PID）を付して，検測ファイル本体の内容

をmailコマンドを使用してリモートサーバへ送出す

る。 

以下は，mailコマンドによる検測ファイルを受け

取った側のサーバでの処理である。Fig.A4には処理

のフローチャートを示した。受信した検測ファイル

は，受信と同時に一時的に保管された後，送信側で

付されたPIDが一巡しない程度の時間間隔（ここでは

30分間隔）で起動される処理プログラムに渡される。

ちなみに，FreeBSDでは，PIDは5桁の正の整数値で

ある。ここでは，最初に，受信したファイルを送信

側で付したPIDによってソートする。これは，検測作

業において，同一波形ファイルに対して複数の検測

作業を行ったような場合に，その作業順序にしたが

い，統合処理を行うためである。同時に，サーバ上

に存在する検測ファイルの一覧表(picklist)を作成す

る。この表には，波形ファイル名，対応する検測フ

ァイル名，検測者名等が記載されている。その後，

受信した検測ファイルを，送信側PIDの順に処理して

いく。まず，受信した検測ファイルに記された波形

ファイル名をキーにして，picklistを検索し，該当す

る波形ファイル名，既存の検測ファイル名等を抽出

する。もしも，受信した検測ファイル中の指示が既

存ファイルの消去のみであれば，これに従い，既存

検測ファイルを消去して処理を終了する。受信した

検測ファイル中の指示が新たな検測情報の上書きま

たは追加であれば，新規の検測ファイルを作成して

検測情報を書き込む。上書きの場合，送信側のwin

システムにより，必ず，事前に上書きされるべきフ

ァイルの消去の指示が出るので，PID順に処理する過

程で該当ファイルは消去されるため，新規作成で対

応する。これらの処理の際，自動検測による検測フ

ァイルが存在するときには，併せてその自動検測結

果のファイルを消去する。最後に，新規に作成され

た検測ファイルがある時には，そのファイルのオー

Fig.A4 Flow chart of pick data merge system 
operated in both Uji data center and Kamitakara 
Observatory. Pick data made by seismic analysts in 
one site is sent to the other site by E-mail 
automatically and merged into the seismic 
catalogue using this system.  
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ナーとグループを，検測者のものに変更する。 

このシステムの採用により，オペレータの介入な

しに複数拠点の検測ファイルの統合が可能になり，

作業効率が向上した。今後の改良点としては以下の

ような点がある。現在は，送信側での特定の波形フ

ァイルの処理中に，PIDが最大値（99999）を越えて

最小値に戻るケースは稀であるとして対処していな

い。この場合，特定の波形ファイルに対する処理の

順番が前後することになるので，厳密には対応する

必要があろう。また，それぞれのサーバでの統合処

理の起動間隔を30分としていることから，この時間

内に同一の波形ファイルをローカル・リモートの双

方で検測処理した際には，双方で統合されたファイ

ルに食い違いが発生することがある。これを防ぐた

めには，特定の波形ファイルを複数のオペレータが

同時に処理できないようなロック機構を考える必要

があるかもしれない。 
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Synopsis 

     Seismic activity near the Yake-dake volcano in the Hida mountain range that took 
place immediate after the 2011 off the Pacific Coast of Tohoku Earthquake was 
investigated. It initiated about ten minutes after the mainshock of the Tohoku earthquake 
and lasted for about one month. At the beginning, two active swarms were observed. One is 
at the northern flank of the Yake-dake volcano and the other is located between Yake-dake 
and Mt. Norikura volcanoes. The latter activity decreased by March 20, and the former 
activity lasted until early April. It includes two M>4.5 earthquakes at about 3km north of 
the Yake-dake volcano. Focal mechanism solutions of these swarm earthquake show 
NW-SE compression stress field, which coincides with regional stress field indicated by 
previous studies. No temporal changes of focal mechanisms are shown during March and 
April, which probably indicates no magmatic activity related to the Yake-dake volcano took 
place in this time period. 
 

 

Keywords: Yake-dake volcano, Hida mountain range, earthquake swarm, 2011 off the Pacific Coast of 
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